大和高田商工会議所12月経済調査
Ⅰ．経済指標でみる奈良県経済の現状　　　　　　　　　　　　　　　　
■奈良県の景気を「景気動向指数」でみる
景気の状況を知る指標として代表的なものに景気動向指数がある。現在では一般的にＣＩ（コンポジット・インデックス）という指数が用いられるが、これには、在庫や新規求人倍率など景気に先行する指標を基にした先行指数、鉱工業生産指数や商業販売額など景気と同時に動く指標を基にした一致指数、家計消費支出や失業率など景気動向に遅れて動く指標を基にした遅行指数の3つがあり、ＣＩの一致指数が上昇している時は景気の拡張局面とされる。（現行の採用指標の数は、先行11、一致9、遅行9の計29の指標から成り立っている）
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資料：奈良県統計課
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*３カ月後方移動平均でグラフをなだらかにしている

月

奈良県の景気動向指数を見ると、一致指数は28年後半以降緩やかな回復基調を示している。ただ、この間の先行指数は低下しており（直近でこそ再び回復の兆しが見えるようになったが）、戦後2番目とされる全国の景気回復も、地方への波及は十分とはいえない。
■奈良県内の個人消費・投資・生産・雇用の指数
　奈良県の景気動向に関する個人消費、投資、生産、及び雇用の代表的データを抜粋したものが下の表である。個人消費は、平成26年以降やや回復していたものの28年以降は再び低迷。投資については、住宅投資、民間投資、公共投資とも平成28年以降回復基調にあるとはいえ、29年後半以降足踏みの状況。また、生産活動は、近年、生産拠点の県外移転が相次ぐなどして低迷。
　一方雇用は、全国的な景気回復による求人増と、人口減少から人手不足が深刻化している
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平成25年 235,630△ 0.7 7,752 15.0

※507,679

25.7＃106,217△ 10.9 ※0.84 0.12 97.2 △ 2.6

平成26年 237,863 0.9 5,847△ 24.6

※444,817

△ 12.4＃98,110 △ 7.6 ※0.89 0.05 96.9 △ 0.3

平成27年 233,090 0.7 6,517 11.5

※312,255

△ 29.8＃87,763△ 10.5 ※1.04 0.15 92.7 △ 4.3

平成28年 226,420 △0.3 6,734 3.3

※361,188

15.7＃88,572 0.9 ※1.18 0.14 90.4 △ 2.5

28／10月 18,446 △1.5 524△ 26.3 34,552 61.9 3,230△ 48.1 1.19 0.15 88.8 △6.2

11月 18,614 1.6 598△ 19.9 31,456 34.6 3,191 12.8 1.22 0.17 89.7 0.0

12月 23,534 △1.6 518 10.9 13,270△ 71.7 4,373 58.8 1.24 0.16 87.0 △0.4

29／1月 19,222 △2.4 509 △ 3.2 26,065 14.9 2,707△ 11.3 1.22 0.12 89.5 △0.9

2月 16,853 △3.2 547 9.6 15,597△ 13.9 3,738 26.4 1.22 0.11 86.9 △3.9

3月 17,838 △1.0 497 △ 5.2 36,762 30.7 7,790 278.3 1.21 0.12 88.2 △4.3

4月 18,123 0.4 652 △ 4.5 35,131 78.5 22,880 7.7 1.24 0.12 94.0 △1.5

5月 18,218 △1.7 530 1.1 24,736△ 39.5 4,021△ 54.6 1.29 0.15 88.2 △3.1

6月 18,247 △1.2 597 △ 3.1 29,111△ 14.5 5,201 96.6 1.27 0.13 88.1 △2.6

7月 19,399 △1.9 479△ 11.3 28,164△ 41.8 2,547△ 21.7 1.30 0.14 85.2 △4.7

8月 18,987 0.7 439△ 20.9 17,693 62.8 2,556△ 53.4 1.33 0.20 86.5 △ 3.9

9月 r17,213 r1.1 580 △ 7.5 53,152 7.2 6,510 1.8 1.37 0.22 86.9 △6.7

10月 p18,092p△1.9 583 11.3 29,740△ 13.9 4,009 24.1 1.38 0.19 p93.0 p5.6

資料出所 経 済 産 業 省 国土交通省 奈良県 奈良労働局 奈良県

※は年度、rは改訂、pは速報を表す。  ♯は年度最終補正予算。

＊鉱工業生産指数前年比は原指数を使用。
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[image: image3.emf]■計画・説明の切り口・・・・・・５Ｗ１Ｈ

Ｗｈａｔ？ どのような商品・サービス？

Ｗｈａｔｓ’ｓ　Ｎｅｗ？ どこが新しい・魅力的？

（どのような商品・サービス）

Ｗｈｅｒｅ＆Ｗｈｏｍ？ 顧客はどのような人（市場）

（どの販路で誰に売る） どのような販路？

Ｈｏｗ？ どのように事業を展開する？

（事業をどうやる） やっていく能力・経営資源はある？

Ｗｈｙ？ なぜやる（動機や理念）？

（なぜやる） その事業が必要とされる社会的な要因は？

Ｗｈｅｎ？ 導入・成長・成熟・衰退の市場のサイクル。

（タイミングは適切か） 今後も成長が見込める？

Ⅱ．事業改善に向けた支援施策利用・補助金申請の留意点　　　　　　　　　　　　　　　　
地方創生を目指す政府の主要施策として、中小企業・小規模企業の新事業進出や生産性向上（経営改善）への補助金や減税措置等の支援施策が充実している。
ただ、補助金などの支援施策は多数の申請者からの事業プランを審査・比較し、より優れたプランを採択する「競争的」なものが多く、その実効性が厳しくチェックされる。
■事業プランの効果的な説明フロー
事業プランをしっかりと整理せず、自社の顧客を見ない独りよがりの技術やノウハウの自慢、実現可能性のあいまいな夢物語では、まず成功はおぼつかない。
事業プランを５Ｗ１Ｈに基づき整理し、「誰に」「何を」「どのようにして」売り、「何が優れており魅力的なのか」という骨子が重要で、そして、基本的には次のフロー図のような簡潔な説明が求められる。特に、「新規制・独創性」「ライフサイクル」「遂行能力・継続性」「パートナー」は重要な評価ポイントとなる。
[image: image4.emf]■現状の説明とアピール

自社の現状分析 事業の概要。どのような顧客（販路・市場）を持っているか。

現状において、他社にはない優位性・独創性は何か。

■新事業や経営改善の説明

ニーズ／市場規模 どのような市場・顧客のどのようなニーズに合致するのか。

なぜ、そう言えるのか。（顧客の具体的な声を紹介）

市場規模は十分に大きく、かつ顧客が具体的に見えるか。

新規性／独創性 事業にはどのような新規性・独創性があるのか。

ライフサイクル 自社では新規でも、既存市場ならば、新規性・独創性が必須。

既存市場ならば、成長期にあり衰退が始まっていないか。

優位性／参入障壁 他社に対する優位性があり、他社がまねをすることが難しいか。

遂行能力／継続性 技術力・ノウハウ・人材・設備等の経営資源を備えるか。

パートナー 自社に乏しい経営資源があれば補完するパートナーを持っているか。

問題／課題 ボトルネックになる問題点・課題は何か。

解決策 どのように克服するか。（多くの補助金／支援政策のポイント）

資金調達力 自己資金はどの程度か。

資金調達力はあるか。（出資者／金融機関の理解を得ているか）
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